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１、インセンティブ制度とは

２、大阪支部の状況

３、保険料率引き下げのために取り組むこと
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1. インセンティブ制度とは

47都道府県支部ごとのランキング
＜下位＞ ＜上位＞

保険料率が減算

0

上位15支部に
インセンティブ

評価指標に基づき全支部を

ランキング付けし、

上位15支部にはインセンティブ

が付き、保険料率が引下げに！

インセンティブ制度とは、協会けんぽ47都道府県支部のうち、
５つの評価指標の結果が上位15位以内の支部に
報奨金（インセンティブ）が与えられ、健康保険料率の
引き下げにつながる制度です。
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①特定健診等の実施率

②特定保健指導の実施率

③特定保健指導対象者の減少率

④要治療者の医療機関受診率

⑤ジェネリック医薬品の使用割合

大阪支部の加入者・事業主の皆様の取り組みが

直接的に大阪支部の保険料率につながります！

インセンティブ５つの指標

1. インセンティブ制度とは
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①特定健診等の実施率

②特定保健指導の実施率

③特定保健指導対象者の減少率

④要治療者の医療機関受診率

⑤ジェネリック医薬品の使用割合

インセンティブ５つの指標

1. インセンティブ制度とは

協会けんぽの健診を受ける

健診結果で生活習慣の改善が必要と
判定されたら特定保健指導を受ける

保健指導を最後まで終えて、健康づ
くりを続ける

健診の結果「要治療」「要精査」の
判定が出たら医療機関を受診する

ジェネリック医薬品を選択する
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評価指標 配点

指標１ 特定健診等の実施率
【評価割合】
実施率：50％ 実施率の対前年度上昇幅：25％ 実施件数の対前年度上昇率：25％

70

指標２ 特定保健指導の実施率
【評価割合】
実施率：50％ 実施率の対前年度上昇幅：25％ 実施件数の対前年度上昇率：25％

70

指標３ 特定保健指導対象者の減少率
【評価割合】
減少率：100％

80

指標４ 医療機関への受診勧奨基準において速やかに受診を要する者の医療機関受診率
【評価割合】
受診率：50％ 受診率の対前年度上昇幅：50％の

50

指標５ 後発医薬品の使用割合
【評価割合】
使用割合：50％ 使用割合の対前年度上昇幅：50％

50

合計 320

1. インセンティブ制度とは
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１、インセンティブ制度とは

２、大阪支部の状況

３、保険料率引き下げのために取り組むこと
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〇令和5年度実績では、大阪支部は41位。
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※1 令和７年度保険料率における後期高齢者支援金相当の保険料率は、令和７年度の後期高齢者支援金及び総報酬額の見込み額を基に算出するが、現時点では未確定であるため、令和５年度決算における後期高齢者支援
金相当の保険料率（2.128％）で仮置きしている。

※2 令和７年度保険料率に加算されるインセンティブ保険料率は、令和５年度の総報酬額に0.01％を乗じた額を令和７年度の総報酬額の見込み額で除することにより算出する。

２. 大阪支部の状況
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特定健診等の
実施率

特定保健指導
の実施率

特定保健指導
対象者の
減少率

要治療者の
医療機関
受診率

ジェネリック
医薬品の
使用割合

大阪支部の実績
（順位）

50.2％
（44位）

13.8％
（43位）

34.1％
（15位）

31.6％
（39位）

80.7％
（41位）

1位の支部の実績
77.9％
（山形）

38.3％
（熊本）

35.8％
（徳島）

39.0％
（鹿児島）

90.1％
（沖縄）

〇特定健診等の実施率、特定保健指導の実施率、要治療者の医療機関受診率、

ジェネリック医薬品の使用割合 の順位が低い

２. 大阪支部の状況
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１、インセンティブ制度とは

２、大阪支部の状況

３、保険料率引き下げのために取り組むこと
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3. 保険料率引き下げのために取り組むこと

①特定健診等の実施率

協会けんぽ大阪支部の健診を毎年、必ず受診してください。
◆35歳～74歳までの被保険者様…生活習慣病予防健診
◆40歳～74歳までの被扶養者様…特定健康診査

✅ 生活習慣病予防健診はとってもお得！

１８，８６５円相当の健診が、最大５，２８２円で受診できる！

一般定期健診
項目

がん検診など
生活習慣病を
見つけるための

項目
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受診の流れ

①協会けんぽホームページから
受けたい健診機関を選ぶ

②選んだ健診機関に直接
予約する

③受診して結果を受け取る

3. 保険料率引き下げのために取り組むこと
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◀健診機関一覧はこちら



✅協会けんぽの健診を受けない場合（全額自費で受ける場合）は、

「提供依頼書」を提出することで特定健診等の実施率を上げられます。

3. 保険料率引き下げのために取り組むこと

↑詳しくはこちら
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3. 保険料率引き下げのために取り組むこと

✅40歳～74歳の扶養のご家族の場合は、特定健康診査が受けられます。

大阪府内では、0円または1,298円で受診できます。

健診機関や最寄りの病院

または

集団健診

で受診できます
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①特定健診等の実施率を上げるためにとる行動は…

3. 保険料率引き下げのために取り組むこと

協会けんぽの健診を 毎年 受診してください

◆35歳～74歳までの被保険者様…生活習慣病予防健診
⇒協会けんぽホームページの生活習慣病予防健診の実施機関一覧から
行きたい健診機関を選び、「協会けんぽの生活習慣病予防健診を受けたい」
と健診機関に伝えて予約して受診する。

◆40歳～74歳までの被扶養者様…特定健康診査
⇒毎年４月初めに自宅に届く受診券（セット券）で、健診機関や最寄りの病院
に予約して受診するか、おおむね夏頃から開催している集団健診を予約して
受診することができます。
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3. 保険料率引き下げのために取り組むこと

②特定保健指導の実施率

③特定保健指導対象者の減少率

④要治療者の医療機関受診率
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②特定保健指導の実施率

〇特定保健指導の案内が届いた場合は、特定保健指導を利用してください。

③特定保健指導対象者の減少率

〇特定保健指導を終えて数値が改善したら、その生活習慣を継続してください。

3. 保険料率引き下げのために取り組むこと
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3. 保険料率引き下げのために取り組むこと
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↑詳しくはこちら



④要治療者の医療機関受診率

〇健診の結果、「要治療」、「要再検査」と判定された場合は、必ず医療機関に
受診してください。

〇医療機関への受診が必要な方へは、協会けんぽ大阪支部より受診のご案内を
しています。届いた方は必ず受診してください。

3. 保険料率引き下げのために取り組むこと
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②特定保健指導の実施率、③特定保健指導対象者の減少率、
④要治療者の医療機関受診率を上げるためにとる行動は…

3. 保険料率引き下げのために取り組むこと

協会けんぽから案内が来たら、
特定保健指導を受ける または 医療機関を受診する

特定保健指導を受けたら、受けた内容を継続する

20



⑤ジェネリック医薬品の使用割合

〇お薬を処方されるときに、医師・薬剤師に「ジェネリック医薬品を
希望します」とまずは一言、相談してみてください。

✅ジェネリック医薬品を選ぶといくらぐらい安くなるのか？

例えば、脂質異常症の代表的な薬を１日１回、１年間服用した場合、

¥16,430 

¥9,860 

先発医薬品 ジェネリック医薬品

最大で年間6,570円も節約できます。

※健康保険使用（３割負担）

3. 保険料率引き下げのために取り組むこと
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3. 保険料率引き下げのために取り組むこと
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⑤ジェネリック医薬品の使用割合を上げるためにとる行動は…

3. 保険料率引き下げのために取り組むこと

お薬が処方される時に、医師や薬剤師に

「ジェネリック医薬品」の利用をお伝えください
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そのため、

大阪支部加入者の皆様での行動が必要です！

協会けんぽもさらに健康づくり事業を推進してまいりますので
よろしくお願いいたします。

インセンティブ制度では加入者の皆様の使用する医療費に加えて、

加入者の皆様の健康の保持・増進への行動が

保険料率を決めます。
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ご視聴いただきありがとうございました。

広報部鳥 けんぽん
©2018 協会けんぽ大阪支部
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